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１ 調査の概要                                         

 

 岩手県子どもの生活実態アンケート調査 

計 小学５年生 中学２年生 

調 査 

時 期 
令和５年 12月 15日 ～ 令和６年１月 22日 

調 査 

方 法 
無記名式全数調査（学校配付・ＷＥＢ回答） 

調 査 

対象者 
小学５年生、中学２年生の児童生徒及びその保護者全て（※） 

調査対 

象者数 

37,228 人 

保護者 18,614 人 

子 18,614 人 

18,186 人 

保護者 9,093 人 

子 9,093 人 

19,042 人 

保護者 9,521 人 

子 9,521 人 

回答数 

14,057 人 

保護者 3,395 人 

子 10,662 人 

7,277 人 

保護者 1,913 人 

子 5,364 人 

6,780 人 

保護者 1,482 人 

子 5,298 人 

回答率 

37.8 ％ 

保護者 18.2 ％ 

子 57.3 ％ 

40.0 ％ 

保護者 21.0 ％ 

子 59.0 ％ 

35.6 ％ 

保護者 15.6 ％ 

55.6 ％ 

主な調 

査項目 

 

【児童生徒（計 21問）】 

① 日常生活 

食事の状況、親子関係、自己肯定感、相談相手 

② 学校生活 

授業の理解度、学校や習いごとなどでの困りごと、学習環境 

③ 学習支援の場・居場所のニーズ 

通いたいと思う範囲、頻度、時間帯 

④ 感染症の影響による生活の変化 

学校の授業以外で勉強する時間、夜遅くまで起きている回数、親以外の大人や友達

と話をすること、イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと 

 

 

 【保護者（計 36問）】 

① 保護者の生活状況 

世帯構成、住宅の状況、親子関係、相談相手、生活の満足度 

② 保護者の就業・経済状況 

就業状況、収入状況 

③ 子どもの日常・学校生活等 

食事の状況、学習の理解度、放課後の過ごし方、習い事にかかる費用、習い事の希

望、勉強時間、希望学歴、医療機関のかかり方、心配事 

④ 公的支援のニーズ 

公的制度の利用状況、希望する子育て支援 

⑤ 感染症の影響による生活の変化 

生活に必要な収入の変化、必要な食料や衣服を買えないこと、イライラや不安を感

じたり、気分が沈むこと 

 

※ 県内の公立小・中学校（義務教育学校を含む） 
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２ 子どもの幸福感の前回調査との比較                            

 

 ・ 子どもの幸福感について、小学５年生、中学２年生ともに、「とても幸せだと思う」「幸せだと思う」

と回答した割合は９割を超えている。 

 ・ また、前回調査と比較して、小学５年生、中学２年生ともに、「とても幸せだと思う」「幸せだと思

う」と回答した割合は増加している。 

 

【こども・問４】あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つえらぶ） 

 令和５年度                  平成 30年度 

  

 

  

50.8%

39.5%

7.5%

2.2%

44.3%

47.1%

6.8%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても幸せだと思う

幸せだと思う

あまり幸せだと思わない

幸せだと思わない

小学５年生 中学２年生

48.6%

40.0%

6.0%

1.3%

4.0%

39.2%

46.2%

6.8%

1.9%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても幸せだと思う

幸せだと思う

あまり幸せだと思わない

幸せだと思わない

無回答

小学５年生 中学２年生
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３ 主な課題の前回調査との比較                               

 

（１）教育の支援に関すること                                  

① 子どもの授業の理解度 

 ・ 学校の授業が「全部わかる」と回答した割合は、前回調査と比較して、小学５年生、中学２年

生ともに、増加している。 

 

【子ども・問６】あなたは、学校の授業がどのくらいわかりますか。（１つえらぶ） 

 

 

  

  

21.7

17.7

10.6

7.7

66.9

68.4

66.5

63.2

9.8

9.7

19.9

22.2

1.6

1.0
2.9

3.2

3.2

3.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

【小学５年生】

令和５年度

平成30年度

【中学２年生】

令和５年度

平成30年度

全部わかる 大体わかる わからないことが多い ほとんどわからない 無回答
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・ 小学５年生、中学２年生ともに、「あまり幸せだと思わない」「幸せだと思わない」と回答した

子どもは、「とても幸せだと思う」「幸せだと思う」と回答した子どもと比較して、授業の理解度

が低くなっている。 

 

【子ども・問６】あなたは、学校の授業がどのくらいわかりますか。（１つえらぶ） 

○小学５年生 

  

 

○中学２年生 

 

 

  

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1 全部わかる 21.7% 22.7% 12.5% ▲ 10.2

2 大体わかる 66.9% 67.7% 58.7% ▲ 9.0

3
わからないこと
が多い

9.8% 8.5% 22.2% 13.7

4
ほとんどわから
ない

1.6% 1.1% 6.6% 5.5

回答者数計 100.0% 100.0% 100.0% 0.0

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）

全体

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1 全部わかる 10.6 11.2% 5.3% ▲ 5.9

2 大体わかる 66.5 67.6% 55.2% ▲ 12.4

3
わからないこと
が多い

19.9 18.8% 31.4% 12.6

4
ほとんどわから
ない

2.9 2.5% 8.1% 5.6

回答者数計 100 100.0% 100.0% 0.0

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）

全体
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② 子どもの就学に関する支援 

・ 現実的な進学の見通しについて、母子世帯では、両親のいる世帯と比較して、「大学まで」と

回答した割合が低くなっている。 

・ 一方で、前回調査と比較すると、母子世帯、両親のいる世帯ともに「大学まで」と回答した割

合が増加している。 

 

【保護者・問 19】あなたは調査対象のお子さんが、現実的には、どの段階の学校まで進むと考えて

いるかあてはまるものを１つ選択してください。 

令和５年度 

 

平成 30年度 

 

0.2%

23.0%

1.1%

2.6%

16.7%

47.4%

0.7%

1.3%

7.2%

0.0%

34.6%

0.6%

0.6%

19.6%

35.2%

0.6%

1.1%

7.8%

0.6%

34.6%

0.6%

0.6%

17.3%

36.9%

0.6%

1.1%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

中学校まで

高校まで

高専まで

短大まで

専門学校まで

大学まで

大学院まで

その他

特に考えていない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）

0.4%

33.4%

0.8%

2.8%

16.9%

37.0%

0.6%

1.5%

3.5%

3.2%

1.3%

48.6%

0.8%

1.6%

15.6%

21.4%

0.3%

2.0%

4.5%

3.7%

1.2%

46.2%

1.1%

2.1%

16.7%

23.4%

0.1%

1.3%

4.6%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

中学校まで

高校まで

高専まで

短大まで

専門学校まで

大学まで

大学院まで

その他

特に考えていない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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・ また、現実的な進学の見通しを回答した理由について、前回調査と比較すると、母子世帯、両

親のいる世帯ともに、「お子さんが希望しているから」と回答した割合が増加し、「経済的な事情

から」と回答した割合が減少している。 

 

【保護者・問 20】あなたが問 19（調査対象のお子さんが、現実的には、どの段階の学校まで進むと

考えているか）のようにお考えになる理由は何ですか。あてはまるものを１つ選択してください。 

令和５年度 

 

平成 30年度 

 

39.3%

21.7%

15.3%

6.7%

0.1%

8.0%

8.8%

36.9%

15.6%

12.3%

17.9%

0.0%

5.6%

11.7%

37.4%

17.9%

11.7%

16.8%

0.0%

7.3%

8.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

お子さんが希望しているから

一般的な進路だから

お子さんの学力にあっているから

経済的な事情から

他の家族の理解が得られないから

その他

特に理由はない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）

33.5%

20.8%

16.5%

10.5%

0.1%

7.2%

9.1%

2.4%

25.0%

15.8%

11.5%

28.2%

0.0%

7.8%

9.4%

2.3%

31.1%

16.8%

12.6%

22.2%

0.0%

6.9%

8.0%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

お子さんが希望しているから

一般的な進路だから

お子さんの学力にあっているから

経済的な事情から

他の家族の理解が得られないから

その他

特に理由はない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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③ 子どもの学校生活等に関する支援 

・ 経済的な理由で経験したことについて、母子世帯では、両親のいる世帯と比較して、「お子さ

んの給食費や教材費（学級費）が払えなかった」と回答した割合が高くなっている。 

・ 一方で、前回調査と比較すると、母子世帯、両親のいる世帯ともに、「お子さんの給食費や教

材費（学級費）が払えなかった」と回答した割合が減少している。 

 

  【保護者・問 26】あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由（お金が足りなくて）で、

次のような経験をしたことがありますか。あてはまるものをすべて選択してください。（抜粋） 

令和５年度                 平成 30年度 

  

    

  

1.5%

0.1%

4.5%

0.6%

4.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

お子さんの給食費や教

材費（学級費）が払え

なかった

お子さんを遠足や修学

旅行に参加させること

ができなかった

両親のいる世帯

母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居）

4.2%

0.2%

11.1%

0.5%

9.4%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

お子さんの給食費や教

材費（学級費）が払え

なかった

お子さんを遠足や修学

旅行に参加させること

ができなかった

両親のいる世帯

母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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・ いやなことや悩みがあるときの相談相手について、小学５年生、中学２年生ともに、「保護者・

親・兄弟姉妹」、「学校の友だち」、「学校の先生」の順に回答した割合が高くなっている。 

・ また、前回調査と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、「だれにも相談しない」と回

答した割合が増加している。 

 

【こども・問９】あなたは、いやなことや悩みがあるとき、だれに相談しますか。（あてはまるもの

をすべてえらぶ） 

令和５年度

 

   平成 30年度 

 

 

 

 

69.1%

11.2%

45.6%

9.7%

19.6%

3.7%

2.6%

1.3%

1.2%

2.3%

0.9%

15.0%

62.1%

8.9%

59.2%

13.8%

19.7%

5.4%

2.7%

0.9%

0.9%

5.3%

0.8%

14.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保護者・親・兄弟姉妹

おじいさん・おばあさん・親せき

学校の友だち

学校以外の友だち

学校の先生

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

学校以外の習いごと等の先生

近所の人

子ども専用の電話相談

スマートフォン（インターネット）などを通じて知りあった直接会ったことのない人

その他

だれにも相談しない

小学５年生 中学２年生

73.1%

15.1%

49.5%

8.6%

21.0%

2.4%

2.2%

0.7%

0.6%

0.5%

1.2%

11.1%

3.1%

59.8%

8.6%

64.9%

8.5%

18.7%

2.9%

2.1%

0.4%

0.3%

2.5%

1.4%

12.5%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保護者・親・兄弟姉妹

おじいさん・おばあさん・親せき

学校の友だち

学校以外の友だち

学校の先生

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

学校以外の習いごと等の先生

近所の人

子ども専用の電話相談

スマートフォン（インターネット）などを通じて知りあった直接会ったことのない人

その他

だれにも相談しない

無回答

小学５年生 中学２年生
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・ 小学５年生、中学２年生ともに、「あまり幸せだと思わない」「幸せだと思わない」と回答した

子どもは、「とても幸せだと思う」「幸せだと思う」と回答した子どもと比較して、「だれにも相

談しない」と回答した割合が高くなっている。 

 

【こども・問９】あなたは、いやなことや悩みがあるとき、だれに相談しますか。（あてはまるもの

をすべてえらぶ） 

○小学５年生 

 

 

○中学２年生 

 

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1
保護者・親・兄弟
姉妹

69.0% 71.6% 45.2% ▲ 26.4

2
おじいさん・おば
あさん・親せき

11.1% 11.6% 6.9% ▲ 4.7

3 学校の友だち 45.6% 47.1% 32.0% ▲ 15.1

4 学校以外の友だち 9.7% 9.7% 9.7% 0.0

5 学校の先生 19.6% 19.8% 17.8% ▲ 2.0

6

スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カー

3.7% 3.5% 6.0% 2.5

7
学校以外の習いご
と等の先生

2.6% 2.6% 2.3% ▲ 0.3

8 近所の人 0.013 1.2% 1.5% 0.3

9
子ども専用の電話
相談

0.012 1.2% 1.2% 0.0

10

スマートフォン
（インターネッ
ト）などを通じて
知りあった直接
会ったことのない
人

0.023 2.0% 5.8% 3.8

11 その他 0.014 1.2% 3.5% 2.3

12
だれにも相談しな
い

0.185 16.5% 37.5% 21.0

回答者数計 100.0% 100.0% 100.0% 0.0

全体

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1
保護者・親・兄弟
姉妹

62.1% 64.5% 36.9% ▲ 27.6

2
おじいさん・おば
あさん・親せき

8.9% 9.2% 5.7% ▲ 3.5

3 学校の友だち 59.2% 60.8% 42.4% ▲ 18.4

4 学校以外の友だち 13.8% 14.0% 11.9% ▲ 2.1

5 学校の先生 19.7% 19.9% 16.9% ▲ 3.0

6

スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カー

5.4% 5.2% 7.5% 2.3

7
学校以外の習いご
と等の先生

2.7% 2.8% 1.8% ▲ 1.0

8 近所の人 0.009 0.9% 0.7% ▲ 0.2

9
子ども専用の電話
相談

0.009 0.9% 0.9% 0.0

10

スマートフォン
（インターネッ
ト）などを通じて
知りあった直接
会ったことのない
人

0.053 4.7% 11.4% 6.7

11 その他 0.01 0.7% 3.7% 3.0

12
だれにも相談しな
い

0.177 16.2% 33.4% 17.2

回答者数計 100.0% 100.0% 100.0% 0.0

全体

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）
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（２）生活の安定に資するための支援に関すること                         

① 子どもの家庭環境に関する支援 

 ・ 小学５年生、中学２年生ともに、前回調査と比較して、大人の家族に宿題を教えてもらうこと

が「よくある」「ときどきある」と回答した割合は減少している。 

 ・ また、小学５年生、中学２年生ともに、前回調査と比較して、家で学校の出来事を話すことが

「よくある」と回答した割合は減少している。 

  

【こども・問 10】あなたは、次のようなことをどのくらいしていますか。（（１）から（９）につい

て、それぞれ１つえらぶ）（抜粋） 

 

（５）大人の家族に宿題を教えてもらう 

令和５年度                  平成 30年度 

   

 

（６）家で学校の出来事を話す 

令和５年度                  平成 30年度 

   

7.7%

29.9%

39.5%

22.9%

3.7%

13.9%

34.8%

47.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

よくある

ときどきある

ほとんどない

まったくない

小学５年生 中学２年生

18.2%

42.9%

24.0%

12.0%

2.9%

8.4%

24.6%

33.7%

31.0%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

よくある

ときどきある

ほとんどない

まったくない

無回答

小学５年生 中学２年生

42.8%

37.1%

14.3%

5.8%

38.1%

39.2%

16.3%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

よくある

ときどきある

ほとんどない

まったくない

小学５年生 中学２年生

52.3%

30.1%

10.3%

4.6%

2.7%

45.7%

32.9%

13.6%

5.6%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

よくある

ときどきある

ほとんどない

まったくない

無回答

小学５年生 中学２年生
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② 子どもの居場所に関する支援 

・ 「子ども食堂」について、前回調査と同様に、小学５年生、中学２年生ともに、一定程度のニ

ーズがみられる。 

・ また、利用したい範囲について、前回調査と同様に、小学５年生、中学２年生ともに、「住ん

でいる学区内」と回答した割合が最も高くなっている。 

 

  【こども・問 17】あなたは、無料か安い料金でご飯が食べられる「子ども食堂」があったら行きた

いと思いますか。（もっとも近いもの１つえらぶ） 

令和５年度                  平成 30年度 

  

 

【問 18】問 17で「１．行きたい」と答えた方にお聞きします。その場所は、どの範囲にあれば利用

したいと思いますか。（１つえらぶ） 

令和５年度                  平成 30年度 

   

49.6%

50.4%

44.9%

55.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

行きたい

行きたいと思わない

小学５年生 中学２年生

45.0%

52.1%

2.8%

57.2%

40.4%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

通ってみたい

通いたいと思わない

無回答

小学５年生 中学２年生

81.7%

16.0%

2.3%

80.1%

16.8%

3.1%

0.0% 50.0% 100.0%

住んでいる学区内

（例：歩いたり自転車で

通える範囲」）

住んでいる市町村内

（例：バスで通える範

囲）

となりの市町村内

（例：鉄道で通える範

囲）

小学５年生 中学２年生

90.2%

7.5%

1.4%

0.9%

85.3%

11.7%

2.1%

0.8%

0.0% 50.0% 100.0%

住んでいる学区内（例：

歩いたり自転車で通える

範囲）

住んでいる市町村内

（例：バスで通える範

囲）

となりの市町村内（例：

鉄道で通える範囲）

無回答

小学５年生 中学２年生
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③ 子どもの朝食の摂取に関する支援 

 ・ 収入が低い階層ほど「毎日食べる」と回答した割合が低くなっている。一方で、前回調査と

比較すると、全ての階層において「毎日食べる」と回答した割合は増加している。 

 

【保護者・問３】調査対象のお子さんの朝食の状況にあてはまるものを１つ選択してください。 

  令和５年度                平成 30年度 

  

   

  

94.8%

3.0%

1.7%

0.5%

91.4%

5.2%

2.0%

1.3%

87.6%

3.9%

7.0%

1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

毎日食べる

週４～６日食べる

週１～３日食べる

食べない

中央値以上 中央値未満 中央値の1/2未満

92.8%

4.5%

1.7%

0.4%

0.6%

89.8%

6.3%

2.5%

0.9%

0.6%

85.3%

8.1%

4.2%

1.7%

0.8%

0.0% 50.0% 100.0%

毎日食べる

週４～６日食べる

週１～３日食べる

食べない

無回答

中央値以上 中央値未満 中央値の1/2未満
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・ また、子どもが朝食を食べない時の理由について、収入が低い階層ほど「食べる時間がない」

と回答した割合が高く、収入が高い階層ほど「食べたくないと言う」と回答した割合が高くなっ

ている。 

 

【保護者・問４】問３で「２．週４～６日食べる」、「３．週１～３日食べる」、「４．食べない」と答

えた方にお聞きします。調査対象のお子さんが朝食を食べない時の理由にあてはまるものを１つ

選択してください。 

  令和５年度                平成 30年度 

  

  

31.6%

51.0%

2.0%

0.0%

1.0%

14.3%

33.3%

45.1%

0.0%

0.0%

1.0%

20.6%

39.0%

36.6%

4.9%

0.0%

2.4%

17.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

食べる時間がない

食べたくないと言う

朝食をつくる時間がない

経済的に朝食を用意でき

ない

家族に朝食を食べる習慣

がない

その他

中央値以上 中央値未満 中央値の1/2未満

40.2%

38.1%

1.4%

0.0%

1.4%

14.1%

4.7%

41.5%

37.6%

1.7%

0.2%

1.7%

12.2%

5.2%

38.6%

39.6%

1.5%

1.0%

2.0%

11.7%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

食べる時間がない

食べたくないと言う

朝食をつくる時間がない

経済的に朝食を用意でき

ない

家族に朝食を食べる習慣

がない

その他

無回答

中央値以上 中央値未満 中央値の1/2未満
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・ 小学５年生、中学２年生ともに、「あまり幸せだと思わない」「幸せだと思わない」と回答した子

どもは、「とても幸せだと思う」「幸せだと思う」と回答した子どもと比較して、朝食を「毎日食

べる」と回答した割合が低くなっている。 

 

【保護者・問３】調査対象のお子さんの朝食の状況にあてはまるものを１つ選択してください。 

○小学５年生 

  

 

   ○中学２年生 

 

 

  

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1 毎日食べる 89.3% 90.6% 76.6% ▲ 14.0

2
週に４～６日は
食べる

6.8% 6.1% 13.3% 7.2

3
週に１～３日は
食べる

2.5% 2.1% 6.2% 4.1

4 食べない 1.4% 1.1% 3.9% 2.8

回答者数計 100.0% 100.0% 100.0% 0.0

全体

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）

とても幸せだと思
う、幸せだと思う
(A)

あまり幸せだと思
わない、幸せだと
思わない (B)

(A)と(B)の割合の
乖離(B-A)

1 毎日食べる 83.6% 84.8% 71.0% ▲ 13.8

2
週に４～６日は
食べる

10.5% 9.9% 17.1% 7.2

3
週に１～３日は
食べる

3.5% 3.2% 6.2% 3.0

4 食べない 2.4% 2.1% 5.7% 3.6

回答者数計 100.0% 100.0% 100.0% 0.0

全体

問４　あなたは、自分は幸せだと思いますか。（１つに
○）
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④ 世帯の住居に関する支援 

・ 住居の状況について、母子世帯（母及び 18歳未満の子のみ）では、前回調査と同様に、他の

世帯と比較して、持家と回答した割合が低く、民間賃貸住宅（アパート、借家など）と回答した

割合が高くなっている。 

 

【保護者・問２】現在、調査対象のお子さんがお住まいの住居にあてはまるものを１つ選択してくだ

さい。 

 令和５年度 

 

  

85.5%

1.3%

0.4%

1.0%

11.1%

0.4%

0.3%

27.9%

17.3%

2.2%

1.1%

45.8%

2.8%

2.8%

82.1%

5.0%

0.6%

0.0%

8.4%

1.1%

2.8%

71.4%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

0.0%

0.0%

93.5%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

持家

公営（市町村営・県営）住宅

公社・公団（UR）賃貸住宅

社宅

民間賃貸住宅（アパート、借家など）

間借

その他

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居）
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 平成 30年度 

 
  

77.6%

3.6%

0.8%

1.2%

15.0%

0.5%

1.1%

0.3%

17.9%

26.4%

1.5%

0.7%

46.8%

2.4%

3.7%

0.6%

67.5%

8.6%

0.8%

0.1%

15.9%

2.3%

4.0%

0.8%

55.0%

10.7%

0.0%

0.0%

30.5%

3.1%

0.8%

0.0%

92.5%

1.0%

0.0%

0.5%

2.5%

2.0%

1.5%

0.0%

76.9%

11.5%

0.0%

3.8%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

持家

公営（市町村営・県営）住宅

公社・公団（UR）賃貸住宅

社宅

民間賃貸住宅（アパート、借家など）

間借

その他

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居） その他



18 

⑤ 保護者への相談支援 

 ・ お金の相談・家計管理について、母子世帯では、両親のいる世帯と比較して、「悩みがある」

と回答した割合が高くなっている。 

 

【保護者・問 29】あなたは、次の（１）から（５）について、悩みがありますか。それぞれあてはま

るものを１つ選択してください。（抜粋） 

（４）お金の相談・家計管理 

 

  

19.3%

28.0%

27.4%

15.6%

9.8%

36.9%

29.6%

24.0%

6.7%

2.8%

29.1%

34.1%

21.8%

9.5%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0%

悩みがある

やや悩みがある

どちらともいえない

あまり悩みはない

悩みはない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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・ また、相談相手について、母子世帯では、両親のいる世帯と比較して、「相談できる人はいない」

と回答した割合が高くなっている。 

 

【保護者・問 30】問 29（１）から（５）で「１．悩みがある」「２．やや悩みがある」と答えた方に

お聞きします。次のことについて、相談できる人はだれですか。あてはまるものをすべて選択して

ください。（抜粋） 

（４）お金の相談・家計管理 

 

  

70.8%

12.9%

13.1%

0.0%

0.3%

0.1%

0.3%

0.1%

3.9%

20.7%

37.0%

21.0%

26.9%

0.0%

2.5%

1.7%

1.7%

0.0%

2.5%

40.3%

50.4%

13.3%

11.5%

0.9%

1.8%

0.0%

0.9%

1.1%

6.2%

37.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自分の親や配偶者・パートナーの親

兄弟姉妹や親戚

友人、知人や同僚

民生委員・児童委員

学校の先生

放課後児童クラブや児童センターの指導員

保健センターや市町村などの窓口

社会福祉協議会、生活困窮者自立相談支援機関

その他

相談できる人はいない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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（３）保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援に関すること          

① ひとり親家庭の保護者の就労に関する支援 

   ・ 世帯全体のおおよその年間収入（税込）について、世帯類型別にみると、母子家庭では、両親

のいる世帯や父子世帯と比較して、収入が低い傾向にある。一方で、前回調査と比較すると、収

入が 150万円未満と回答した母子世帯の割合は減少している。 

 

【保護者・問 24】あなたの世帯全体のおおよその年間収入（税込）はいくらですか。令和４年（2022

年）の年間収入について、あてはまるものを１つ選択してください。 

 令和５年度 

 

  

0～50

万円

未満

50～

100万

円未

満

100～

150万

円未

満

150～

200万

円未

満

200～

250万

円未

満

250～

300万

円未

満

300～

350万

円未

満

350～

400万

円未

満

400～

500万

円未

満

500～

700万

円未

満

700～

1,000

万円

未満

1,000

万円

以上

両親のいる世帯 0.3% 0.3% 0.6% 0.7% 1.6% 3.4% 4.2% 7.9% 15.5% 29.3% 24.4% 11.8%

母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 2.2% 5.0% 12.3% 15.6% 19.0% 12.8% 8.9% 9.5% 6.7% 2.8% 2.8% 2.2%

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 1.1% 1.7% 7.8% 7.8% 8.9% 11.7% 6.1% 10.6% 8.9% 19.0% 11.7% 4.5%

父子世帯（父及び18歳未満の子のみ） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 35.7% 7.1% 0.0%

父子世帯（18歳以上の親族等同居） 0.0% 0.0% 3.2% 3.2% 0.0% 0.0% 6.5% 16.1% 12.9% 22.6% 22.6% 12.9%

その他 15.4% 7.7% 0.0% 23.1% 0.0% 7.7% 0.0% 15.4% 15.4% 7.7% 0.0% 7.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%
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平成 30年度 

 

 

  

0～50

万円

未満

50～

100万

円未

満

100～

150万

円未

満

150～

200万

円未

満

200～

250万

円未

満

250～

300万

円未

満

300～

350万

円未

満

350～

400万

円未

満

400～

500万

円未

満

500～

700万

円未

満

700～

1,000

万円

未満

1,000

万円

以上

両親のいる世帯 0.6% 0.9% 1.7% 2.1% 4.2% 4.9% 8.5% 9.3% 17.0% 26.2% 16.8% 7.8%

母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 3.3% 6.2% 23.6% 20.2% 21.7% 10.2% 7.3% 3.0% 2.5% 1.8% 0.2% 0.0%

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 2.9% 4.7% 15.9% 13.9% 18.7% 10.7% 8.3% 7.0% 7.5% 6.8% 2.7% 0.9%

父子世帯（父及び18歳未満の子のみ） 5.3% 1.5% 7.6% 4.6% 12.2% 21.4% 16.8% 9.9% 5.3% 11.5% 2.3% 1.5%

父子世帯（18歳以上の親族等同居） 2.0% 0.5% 5.0% 6.5% 13.6% 9.5% 13.1% 13.1% 15.1% 10.1% 7.0% 4.5%

その他 3.8% 3.8% 15.4% 7.7% 23.1% 11.5% 15.4% 7.7% 11.5% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%
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・ 就労状況について、母子世帯では、父子世帯と比較して、フルタイム（正規職員）と回答した割

合が低くなっている。一方で、前回調査と比較すると、フルタイム（正規職員）と回答した母子世

帯の割合は増加している。 

 

【保護者・問 23】働いている状況についてお聞きします。母親の現在のお仕事は次のどれにもっと

も近いですか。あてはまるものを１つ選択してください。 

 令和５年度 

 

平成 30年度 

 

39.5%

7.6%

32.8%

5.3%

2.6%

12.2%

48.0%

22.3%

21.8%

3.4%

1.1%

3.4%

51.4%

15.1%

21.8%

4.5%

1.7%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

フルタイム（正規職員）

フルタイム（非正規職員）

パート・アルバイト

自営業（農業・林業・漁業含む）

その他の働き方をしている

働いていない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）

32.4%

10.3%

35.5%

5.2%

1.6%

13.9%

1.0%

41.0%

22.7%

25.2%

2.7%

1.5%

6.0%

0.8%

43.3%

18.0%

25.3%

3.3%

2.0%

7.1%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

フルタイム（正規職員）

フルタイム（非正規職員）

パート・アルバイト

自営業（農業・林業・漁業含む）

その他の働き方をしている

働いていない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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【保護者・問 22】働いている状況についてお聞きします。父親の現在のお仕事は次のどれにもっと

も近いですか。あてはまるものを１つ選択してください。 

 令和５年度 

 

平成 30年度 

 

  

86.3%

1.7%

0.7%

9.5%

0.8%

0.9%

85.7%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

80.6%

0.0%

6.5%

12.9%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

フルタイム（正規職員）

フルタイム（非正規職員）

パート・アルバイト

自営業（農業・林業・漁業含む）

その他の働き方をしている

働いていない

両親のいる世帯 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ） 父子世帯（18歳以上の親族等同居）

81.1%

3.6%

1.1%

10.4%

1.0%

1.6%

1.2%

75.6%

1.5%

3.1%

8.4%

2.3%

6.1%

3.1%

66.8%

9.5%

2.0%

16.6%

1.5%

2.5%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイム（正規職員）

フルタイム（非正規職員）

パート・アルバイト

自営業（農業・林業・漁業含む）

その他の働き方をしている

働いていない

無回答

両親のいる世帯 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ） 父子世帯（18歳以上の親族等同居）



24 

・ また、子育て支援に関するニーズについて、母子世帯では、両親のいる世帯や父子世帯と比較し

て「保護者の就労について相談できるところ」「生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会」

と回答した割合がやや高くなっている。 

 

【保護者・問 28】あなたは、子育てをしていくうえで、どのような支援が充実すると良いと思いま

すか。特にあてはまるものを５つ選択してください。 

令和５年度  

 

    平成 30年度 

 

  

3.6%
5.2%5.0%

9.5%

4.5%

8.4%

3.2%

6.5%

0.0% 0.0%0.0% 0.0%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

保護者の就労について相談できるところ 生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居） その他

3.2%

7.6%

4.4%

10.7%

5.1%

11.7%

3.8%

7.6%

4.0%

6.5%

3.8% 3.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

保護者の就労について相談できるところ 生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居） その他
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② 子どもの放課後の過ごし方に関する支援 

   ・ 平日の学校が終わった後の子どもの過ごし方について、母子世帯（母及び 18歳未満の子のみ）、

父子世帯（父及び 18 歳未満の子のみ）では、前回調査と同様に、両親のいる世帯と比較して、

「自分の家で、一人で過ごす」と回答した割合が高くなっている。 

 

【保護者・問 12】調査対象のお子さんの、平日の学校が終わった後の過ごし方についてあてはまる

ものをすべて選択してください。 

 令和５年度 

 

24.4%

59.1%

9.1%

17.2%

30.6%

26.6%

0.3%

3.8%

0.0%

35.8%

41.9%

12.8%

19.0%

20.1%

26.8%

0.0%

7.8%

0.0%

23.5%

59.8%

12.3%

16.8%

23.5%

24.6%

0.0%

2.8%

0.0%

57.1%

42.9%

7.1%

50.0%

57.1%

28.6%

0.0%

0.0%

0.0%

3.2%

67.7%

6.5%

16.1%

29.0%

32.3%

0.0%

0.0%

0.0%

23.1%

38.5%

15.4%

7.7%

15.4%

15.4%

0.0%

15.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自分の家で、一人で過ごす

自分の家で、家族と過ごす

児童館、放課後児童クラブで過ごす

友達と遊ぶ

学習塾や習い事、スポーツクラブに行く

学校のクラブ活動に参加する

ゲームセンターやショッピングセンターへ遊びに行く

その他

わからない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居） その他
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平成 30年度 

 

 

 

  

26.7%

65.8%

7.9%

32.0%

35.1%

40.6%

0.4%

6.7%

0.3%

0.5%

40.5%

41.7%

18.8%

31.4%

22.0%

29.8%

0.5%

10.0%

0.8%

0.7%

25.7%

67.6%

12.8%

31.8%

26.4%

37.0%

0.9%

4.6%

0.8%

0.3%

45.0%

49.6%

13.0%

35.1%

14.5%

40.5%

0.0%

6.1%

3.1%

0.8%

23.1%

67.8%

8.0%

34.2%

20.1%

45.7%

1.0%

3.5%

0.0%

0.0%

11.5%

69.2%

15.4%

26.9%

23.1%

38.5%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自分の家で、一人で過ごす

自分の家で、家族と過ごす

児童館、放課後児童クラブで過ごす

友達と遊ぶ

学習塾や習い事、スポーツクラブに行く

学校のクラブ活動に参加する

ゲームセンターやショッピングセンターへ遊びに行

く

その他

わからない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ）

母子世帯（18歳以上の親族等同居） 父子世帯（父及び18歳未満の子のみ）

父子世帯（18歳以上の親族等同居） その他
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③ 保護者の仕事と子育ての両立に関する支援 

   ・ 収入が高い階層ほど、前回調査と同様に、過去１年間に医療機関でお子さんを受診させた方が

よいと思ったが、実際には受診させなかったことが「ある」と回答した割合が高くなっている。 

 

【保護者・問７】過去１年間に医療機関でお子さんを受診させた方がよいと思ったが、実際には受診

させなかったことがありましたか。あてはまるものを１つ選択してください。 

   令和５年度              平成 30年度 

  

 

・ 「ある」と回答した理由について、全ての階層において、「多忙で、医療機関に連れて行く時

間がなかったため」と回答した割合が最も高くなっている。また、前回調査と比較して、全ての

階層において、「公的医療保険に加入していたが、医療機関での自己負担金を支払うことができ

なかったため」と回答した割合が減少している。 

 

【保護者・問８】問７で「１．ある」と答えた方にお聞きします。その理由はなんですか。あてはま

るものを１つ選択してください。 

   令和５年度                  平成 30年度 

    

13.1% 15.7% 20.0%

86.9% 84.3% 80.0%

0.0%

50.0%

100.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

ある ない

11.0% 16.0% 20.4%

87.5% 82.6% 77.3%

1.4% 1.4% 2.3%

0.0%

50.0%

100.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

ある ない 無回答

0.0% 0.5% 0.0%

1.6%
3.2%

10.6%

21.5%

15.5% 13.6%

2.4% 3.2%

7.6%

55.7%

49.2% 48.5%

18.7%

28.3%

19.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

公的医療保険に加入しておらず、医療費の支払いができな

かったため

公的医療保険に加入していたが、医療機関での自己負担金を

支払うことができなかったため

お子さん本人が（行くのが）嫌だと言ったため

医療機関までの距離が遠く、通院することが困難であったた

め

多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため

その他

0.3% 0.2% 1.4%

3.9%

14.8%

23.3%

18.3% 15.0%

12.8%

2.1% 1.9%

6.9%

58.0%

50.9%

42.4%

13.3%
10.3%

7.6%

4.1% 6.8% 5.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

公的医療保険に加入しておらず、医療費の支払いができな

かったため

公的医療保険に加入していたが、医療機関での自己負担金を

支払うことができなかったため

お子さん本人が（行くのが）嫌だと言ったため

医療機関までの距離が遠く、通院することが困難であったた

め

多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため

その他

無回答
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（４）経済的支援に関すること                                  

① 子どもの医療機関の受診に関する支援 

 ・ 収入階層別にみると、収入の低い階層ほど、過去１年間に医療機関でお子さんを受診させたほ

うがよいと思ったが、実際には受診させなかったことが「ある」と回答した割合が高くなってい

る。 

 ・ 前回調査と比較すると、「ある」と回答した割合はおおむね横ばいとなっている。 

   

【保護者・問７】過去１年間に医療機関でお子さんを受診させた方がよいと思ったが、実際には受診

させなかったことがありましたか。あてはまるものを１つ選択してください。（再掲） 

   令和５年度              平成 30年度 

  
 

・ 子育て支援に関するニーズについて、「子どもの医療制度の充実」と回答した割合は、前回調

査と比較して、全ての階層において、減少している。 

 

【保護者・問 28】あなたは、子育てをしていくうえで、どのような支援が充実すると良いと思いま

すか。特にあてはまるものを５つ選択してください。（抜粋） 

○「子どもの医療制度の充実」と回答した割合 

 

 

  

13.1% 15.7%
20.0%

86.9% 84.3%
80.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

ある ない

11.0%
16.0%

20.4%

87.5%
82.6%

77.3%

1.4% 1.4% 2.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

ある ない 無回答

46.8% 44.5%
35.8%

54.0% 52.5%
42.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

中央値以上 中央値未満 中央値の

1/2未満

令和５年度 平成30年度
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② ひとり親家庭等の経済的な支援 

・ おおむね１年の間に、経済的な理由で経験をしたことについて、母子世帯では、両親がいる世

帯と比較して、「どれにもあてはまらない」と回答した割合が低く、特に「趣味やレジャーの出

費を減らした」「新しい衣服や靴を買うことができなかった」「理髪店や美容院に行くことができ

なかった」と回答した割合が高くなっている。 

・ 前回調査と比較すると、母子世帯、両親のいる世帯ともに「どれにもあてはまらない」と回答

した割合が増加している。 

 

【保護者・問 25】あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由（お金が足りなくて）で、

次のような経験をしたことがありますか。あてはまるものをすべて選択してください。 

 令和５年度 

 

0.3%

3.0%

4.5%

0.2%

1.5%

2.5%

4.0%

1.5%

1.2%

9.3%

2.9%

8.1%

1.0%

35.3%

59.8%

3.4%

5.6%

8.4%

1.7%

2.8%

5.0%

4.5%

6.7%

3.9%

29.1%

6.7%

20.7%

8.4%

48.0%

35.2%

0.6%

3.9%

7.3%

1.1%

3.4%

5.6%

7.8%

5.0%

1.7%

18.4%

3.9%

14.0%

2.8%

46.4%

45.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診することができなかった（予防接種を含

む）

生活費を金融機関などから借金をした

最低限の食事を食べることができなかった

クレジットカードの利用が停止になった

国民健康保険料や国民年金の支払いが滞った

税金の支払いが滞った

電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞った

家賃や住宅ローンの支払いが滞った

新しい衣服や靴を買うことができなかった

冠婚葬祭のつきあいを控えた

理髪店や美容院に行くことができなかった

敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断

念した

趣味やレジャーの出費を減らした

どれにもあてはまらない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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平成 30年度 

 

  

1.9%

6.3%

8.8%

0.7%

3.0%

6.2%

10.5%

5.2%

3.1%

13.9%

5.1%

12.1%

2.3%

36.9%

50.3%

3.6%

7.4%

15.9%

16.7%

3.4%

6.4%

15.5%

16.7%

14.1%

14.1%

35.4%

16.5%

32.5%

12.4%

55.8%

22.2%

2.0%

6.2%

13.2%

12.9%

2.2%

4.3%

15.3%

15.4%

12.9%

6.9%

27.8%

12.9%

26.8%

7.9%

48.8%

29.7%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診することができなかった（予防接種を含

む）

生活費を金融機関などから借金をした

最低限の食事を食べることができなかった

クレジットカードの利用が停止になった

国民健康保険料や国民年金の支払いが滞った

税金の支払いが滞った

電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞った

家賃や住宅ローンの支払いが滞った

新しい衣服や靴を買うことができなかった

冠婚葬祭のつきあいを控えた

理髪店や美容院に行くことができなかった

敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断

念した

趣味やレジャーの出費を減らした

どれにもあてはまらない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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   ・ また、経済的な理由で経験をしたことについて、母子世帯では、両親のいる世帯と比べ「どれ

にもあてはまらない」と回答した割合が低く、特に「家族旅行（日帰りを含む）ができなかった」

「お子さんのための服や靴を買えなかった」と回答した割合が高くなっている。 

・ 前回調査と比較すると、母子世帯、両親のいる世帯ともに「どれにもあてはまらない」と回答

した割合が増加している。 

 

【保護者・問 26】あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由（お金が足りなくて）で、

次のような経験をしたことがありますか。あてはまるものをすべて選択してください。 

 令和５年度 

 

  

2.4%

6.4%

2.9%

1.5%

0.1%

5.7%

3.5%

20.4%

75.4%

3.9%

20.7%

10.6%

4.5%

0.6%

12.8%

15.6%

38.5%

50.8%

2.2%

14.5%

4.5%

4.5%

0.0%

14.0%

10.1%

32.4%

55.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

お子さんを医療機関に受診させることができなかった（予

防接種を含む）

お子さんのための服や靴を買えなかった

お子さんのための本や絵本を買えなかった

お子さんの給食費や教材費（学級費）が払えなかった

お子さんを遠足や修学旅行に参加させることができなかっ

た

お子さんを習い事に通わせることができなかった（通信教

育を含む）

お子さんに誕生日プレゼントやお年玉をあげることができ

なかった

家族旅行（日帰りを含む）ができなかった

どれにもあてはまらない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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平成 30年度 

 

  

6.1%

9.6%

5.4%

4.2%

0.2%

9.6%

7.7%

21.8%

65.6%

5.7%

15.4%

29.8%

17.6%

11.1%

0.5%

27.0%

25.5%

45.6%

33.1%

3.9%

12.3%

21.2%

10.9%

9.4%

0.3%

19.9%

20.4%

38.6%

44.1%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

お子さんを医療機関に受診させることができなかった（予

防接種を含む）

お子さんのための服や靴を買えなかった

お子さんのための本や絵本を買えなかった

お子さんの給食費や教材費（学級費）が払えなかった

お子さんを遠足や修学旅行に参加させることができなかっ

た

お子さんを習い事に通わせることができなかった（通信教

育を含む）

お子さんに誕生日プレゼントやお年玉をあげることができ

なかった

家族旅行（日帰りを含む）ができなかった

どれにもあてはまらない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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・ 子育て支援に関するニーズについて、母子世帯では、両親のいる世帯と比較して、特に「子ども

の教育のための経済的支援」「日頃の生活のための経済的支援（子育ての手当や公的助成）」「無償

もしくは低料金の学習支援」と回答した割合が高くなっている。 

・ 前回調査と比較すると、母子世帯、両親のいる世帯ともに、特に「子どもの教育のための経済的

支援」と回答した割合が増加している。 

 

【保護者・問 28】あなたは、子育てをしていくうえで、どのような支援が充実すると良いと思います

か。特にあてはまるものを５つ選択してください。 

令和５年度 

 

19.4%

31.2%

25.3%

8.5%

58.0%

36.4%

46.2%

11.6%

3.6%

5.2%

25.9%

38.7%

17.7%

11.5%

2.9%

7.5%

7.4%

31.7%

5.8%

4.3%

2.4%

6.7%

20.7%

25.7%

35.2%

72.1%

52.5%

32.4%

16.8%

5.0%

9.5%

22.9%

25.1%

5.0%

8.9%

0.6%

13.4%

9.5%

42.5%

4.5%

2.8%

0.0%

14.0%

27.9%

22.9%

22.3%

64.2%

39.7%

39.7%

14.0%

4.5%

8.4%

22.3%

30.2%

8.4%

11.2%

0.6%

10.1%

8.4%

44.7%

2.2%

2.8%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

保育所等の施設の充実

放課後児童クラブ（学童保育）や病児保育の充実

子どもを気軽に（一時的に）預かってくれる場所やサービ

ス

低い家賃で住めるところ（公営住宅など）

子どもの教育のための経済的支援

日頃の生活のための経済的支援（子育ての手当や公的助

成）

子どもの医療制度の充実

子どもの進路や就労について相談できるところ

保護者の就労について相談できるところ

生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会

子どもの将来のために職場体験等ができる機会

子どもが安心して遊べる場所（子どもの遊び場や施設）

子どもにとって自然体験や集団遊びなどの機会（子どもが

参加できるイベント）

地域における子どもの居場所

子育ての中の親同士が交流できる場所

子どもが無料もしくは安価で食事ができる場所

移送サービス

無償もしくは低料金の学習支援

家族以外の世代の異なる人との交流の機会

その他

特にない

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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平成 30年度 

 

20.1%

25.6%

21.5%

12.1%

47.7%

30.3%

54.1%

11.1%

3.2%

7.6%

21.1%

33.7%

12.7%

10.3%

2.6%

8.0%

6.5%

35.2%

5.0%

2.6%

2.3%

13.3%

10.8%

22.4%

18.8%

39.7%

50.1%

39.7%

32.8%

11.7%

4.4%

10.7%

12.4%

18.5%

6.4%

6.3%

1.1%

12.4%

6.4%

36.0%

2.3%

1.6%

1.6%

20.6%

12.8%

18.3%

17.3%

31.7%

48.7%

35.0%

38.3%

14.6%

5.1%

11.7%

15.3%

22.9%

9.2%

8.0%

1.9%

9.9%

8.6%

35.5%

2.7%

2.4%

1.6%

18.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

保育所等の施設の充実

放課後児童クラブ（学童保育）や病児保育の充実

子どもを気軽に（一時的に）預かってくれる場所やサービ

ス

低い家賃で住めるところ（公営住宅など）

子どもの教育のための経済的支援

日頃の生活のための経済的支援（子育ての手当や公的助

成）

子どもの医療制度の充実

子どもの進路や就労について相談できるところ

保護者の就労について相談できるところ

生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会

子どもの将来のために職場体験等ができる機会

子どもが安心して遊べる場所（子どもの遊び場や施設）

子どもにとって自然体験や集団遊びなどの機会（子どもが

参加できるイベント）

地域における子どもの居場所

子育ての中の親同士が交流できる場所

子どもが無料もしくは安価で食事ができる場所

移送サービス

無償もしくは低料金の学習支援

家族以外の世代の異なる人との交流の機会

その他

特にない

無回答

両親のいる世帯 母子世帯（母及び18歳未満の子のみ） 母子世帯（18歳以上の親族等同居）
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４ 新型コロナウイルス感染症拡大前からの変化に関すること                    

 

（１）児童生徒                                         

  ・ 小学５年生では、親以外の大人や友達と話をすること、夜遅くまで起きている回数、イライラや

不安を感じたり、気分が沈むことの順に「増えた」と回答した割合が高くなっている。 

・ 中学２年生では、夜遅くまで起きている回数、親以外の大人や友達と話をすること、イライラや

不安を感じたり、気分が沈むことの順に「増えた」と回答した割合が高くなっている。 

 

【こども・問 21】あなたの現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校になる

前（2020年２月以前）から比べて、どのように変わりましたか。（あてはまるものをそれぞれ１つ選

択） 

 

27.0

25.3

18.3

29.4

24.5

30.2

7.6

10.6

39.2

52.0

50.9

42.9

29.9

31.1

10.6

10.5

27.0

11.4

19.0

20.9

10.6

7.6

14.3

6.9

7.4

7.6

16.3

8.5

62.4

64.2

54.7

59.2

56.5

48.8

81.7

81.9

46.6

41.1

41.7

49.4

53.8

60.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【学校の授業以外で勉強する時間】

小学５年生

中学２年生

【学校の授業がわからないと感じること】

小学５年生

中学２年生

【地域のクラブ活動や学校の部活動で活動する回数】

小学５年生

中学２年生

【食事を抜く回数】

小学５年生

中学２年生

【夜遅くまで起きている回数】

小学５年生

中学２年生

【親以外の大人や友達と話をすること】

小学５年生

中学２年生

【イライラや不安を感じたり、気分が沈むこと】

小学５年生

中学２年生

増えた 減った 変わらない
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（２）保護者                                          

  ・ 保護者では、生活に必要な支出の変化、あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこ

と、お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないことの順に「増えた」と回答した割合が高く

なっている。また、世帯全体の収入が「減った」と回答した割合が約２割となっている。 

 

【保護者回答】あなたの現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校する前

（2020 年２月以前）から比べて、どのように変わりましたか。（あてはまるものをそれぞれ１つ選択） 

 

 

  

11.2

76.5

34.1

16.9

13.7

34.6

21.8

2.0

2.0

4.4

5.0

4.1

67.0

21.5

63.9

78.6

81.3

61.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること

あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない
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令和５年度岩手県子どもの生活実態アンケート調査報告書（概要版） 

に関する問合せ先 

岩手県保健福祉部子ども子育て支援室 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 

電話    ： 019-629-5456 

ファクシミリ： 019-629-5464 

メール   ： AD0007-3@pref.iwate.jp 

 

 


